
R4.10.26　現在

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　実施状況及び効果検証（令和２年度）
熊本県　錦町

うち交付金
対象事業費
（千円）

合計 367,638 361,813

1
プレミアム付
商品券事業
（春実施分）

町商工会が発行する10％
のプレミアム分が付加さ
れた商品券（1冊あたり11
千円）のプレミアム分に
補助する。

R2.4 R3.3 5,000 5,000
発行総額の99.7％が使用され、町
内における消費活動の底上げにつ
ながった。

2

プレミアム付
商品券事業
（春実施・追
加分）

１の事業のプレミアム分
を10％追加する経費に補
助する。（1冊あたり12千
円とした）

R2.4 R3.3 6,282 6,282
発行総額の99.7％が使用され、町
内における消費活動の底上げにつ
ながった。

3
プレミアム付
商品券事業
（秋実施分）

町商工会が発効する20％
のプレミアム分が付加さ
れた商品券（1冊あたり12
千円）のプレミアム分に
補助する。

R2.4 R3.3 11,982 11,982
発行総額の99.6％が使用され、町
内における消費活動の底上げにつ
ながった。

4
商品券配布事
業

町民や町内の商工業者の
支援のため、全住民に町
内で使える商品券(5千円
分)を配付する。

R2.4 R3.3 53,302 53,302

配布した商品券総額52,490千円の
ほぼすべてが利用され、町内にお
ける消費活動の底上げにつながっ
た。

5
事業持続化給
付金支給事業

新型コロナウイルス感染
症の感染拡大による影響
を大きく受け、売上が前
年同期比15％以上減と
なった町内中小事業者、
農業者に経営支援に係る
給付金を支給する。

R2.4 R3.3 11,100 11,100

町内111事業者からの申請があ
り、総額11,100千円の支給を行
い、コロナ禍における営業悪化に
対する一助となった。

6
金融円滑化特
別資金利子補
給事業

県の金融円滑化特別資金
(20,000千円上限)の融資
を受けた町内中小事業者
への利子補給を行う。

R2.4 R3.3 1,527 1,527
町内17事業者からの申請があり、
総額1,527千円の支給を行い、コ
ロナ禍での資金繰りを支援した。

7
雇用調整助成
事業

直近1ヶ月及び今後を含め
た3か月の売上が前年同期
比15％以上減の状況で雇
用を維持する場合、雇用
維持の支援を図るため1事
業者1人あたり20千円補助
する。(上限200千円)

R2.4 R3.1 4,860 4,860

町内26事業者（複数回申請含む）
からの申請があり、総額4,860千
円の助成を行い、雇用の維持を支
援した。

8
錦町肥育事業
継続支援事業

新型コロナウイルス感染
拡大による影響を大きく
受けている肥育農家の事
業継続のための支援を行
う。

R2.6 R2.8 1,950 1,950

町内10経営体から申請があり、総
額1,950千円の支給を行い、コロ
ナ禍における経営状況悪化に対す
る一助となった。

9
農業経営安定
資金保証料助
成事業

新型コロナウイルス対策
農業経営安定資金に係る
保証料の助成を行う。

R2.4 R3.3 12 12

町内3経営体から申請があり総額
12千円の支援を行い、コロナ禍に
おける経営状況悪化に対する一助
となった。

10
農業経営安定
資金利子補給
事業

新型コロナウイルス対策
農業経営安定資金に係る
利子補給を行う。

R2.4 R3.3 16 16

町内3経営体から申請があり総額
16千円の支援を行い、コロナ禍に
おける経営状況悪化に対する一助
となった。

11

12
学校給食費補
助事業（第２
子以降分）

新型コロナウイルス感染
症の影響により、収入減
となっている保護者の負
担削減のため、第２子以
降の児童生徒分の学校給
食費を補助する。

R2.4 R3.3 7,912 7,912

児童・生徒１人あたりに対し月額
2,000円を補助。小学生6,976,200
円、中学生935,800円を補助する
ことで保護者の負担軽減につな
がった。

事業名No 実施状況・効果
総事業費
（千円）

事業
終期

事業
始期

事業の概要



13
学校給食費補
助事業（第１
子分）

新型コロナウイルス感染
症の影響により、収入減
となっている保護者の負
担削減のため、第１子の
児童生徒分の学校給食費
を補助する。

R2.4 R3.3 12,154 12,154

児童・生徒１人あたりに対し月額
2,000円を補助。小学生6,709,676
円、中学生5,444,000円を補助す
ることで保護者の負担軽減につな
がった。

14
学校マスク等
購入事業

学校保健特別対策事業(感
染症対策のためのマスク
等購入支援事業）の継ぎ
足し単独に係る経費に充
当する。

R2.4 R3.3 1,233 1,233

マスク4,000枚を準備し、全児童
生徒に対し早期に配付することが
でき、また消毒液を購入するなど
感染予防に努めた。

15
公共的空間安
全・安心確保
事業

公共施設、集会所等にお
ける入場者の検温を行う
ための体温計等を購入す
る。

R2.4 R2.7 1,005 1,005
発熱者を発見することにつなが
り、感染拡大防止につながった。

16
手洗所内自動
水洗化事業

来庁者等の感染防止対策
のための役場内トイレ等
の手洗所自動洗浄化工事
を行う。

R2.9 R2.11 1,156 1,156

不特定多数が利用する役場内トイ
レの手洗所を自動洗浄化したこと
で接触の機会が減り、感染防止に
つながった。

17
健診時の感染
予防事業

各種検診での感染防止の
徹底を図るために必要な
消耗品等を購入する。

R2.4 R3.2 2,350 2,350

乳幼児から高齢者までの各種健診
の参加者及び従事者共に感染防止
対策を徹底することで、安全に健
診を遂行することができた。

18
通信機能増強
事業

コロナウイルス第2波、第
3波に向けた保健センター
の円滑な相談業務のため
の体制整備を行う。

R2.10 R2.10 770 770

感染者数の増加に伴い住民の不安
も増していく中、身近な所での全
般的な相談対応を実施することが
できた。

19
くま川鉄道経
営安定化補助
事業

国・県等の活動自粛要請
により大きな影響を受け
た、地域交通を支えるく
ま川鉄道に対する、安定
的な事業継続のための支
援する。

R2.4 R3.3 790 790
圏域自治体が一体となり支援する
事により、公共交通を支える事業
継続の一助となった。

20
町内周遊観光
推進事業

観光地の駐車場、屋外ト
イレ、展望所を整備する
ことにより、新たな観光
スポットを増加させ、３
密を避けた周遊観光を推
進する。

R2.11 R4.5 31,996 31,996

駐車場、サイクルポート、展望
所、トイレ、雨水排水整備をした
ことで、観光地としての魅力が向
上するとともに、新たな観光ス
ポットとして確立し、三密を避け
た周遊観光が可能となった。

21

錦町立人吉海
軍航空基地資
料館拡張に伴
う備品設置事
業

町の観光拠点である海軍
資料館において、来館者
の受入分散、来館者数増
のために行う施設拡張に
伴う必要備品を整備す
る。

R2.10 R3.3 38,717 38,359

町の観光拠点施設である資料館に
各種備品を整備する事で、県内で
唯一兵が学習ができる施設とし
て、修学旅行の受け入れが可能と
なった。また個人旅行客において
も、新たな観光施設として成立し
たことで、来館者の増加に加え、
町内全域の観光入込客数の増加に
寄与した。

22

錦町立人吉海
軍航空基地資
料館における
レンタサイク
ル事業

来館者の見学パターンの
多様化、周辺観光施設へ
の経済効果を波及させる
ため、レンタサイクルに
使用する電動アシスト付
自転車の購入補助を行
う。

R2.12 R3.1 480 480

電動アシスト付自転車を４台整備
した。コロナ禍による自転車需要
の高まりもあり、資料館来館者の
分散とともに、自転車ならではの
観光周遊ルートも整備した。

23

公園における
ソーシャル
ディスタンス
確保のための
ベンチ設置事
業

町内各公園において、そ
れぞれ数か所の休憩所を
設けているが、スペース
が限られ、利用が集中し
ているため、各公園内に
数か所ずつベンチを設置
して利用者の分散を図
り、ソーシャルディスタ
ンスを確保する。

R3.3 R3.3 3,597 3,597
町内3カ所の公園に15基のベンチ
を設け、利用者の分散によるソー
シャルディスタンスを確保した。

24
飲食店等の感
染防止対策事
業

町内飲食店等における感
染症対策の徹底と安心し
て利用できる環境づくり
を図る。

R2.12 R3.3 1,750 1,167

町内12事業者にパーテーション等
の感染防止設備を導入したほか、
感染防止アドバイザーの派遣やス
テッカーを配布した。



25
大王神社横ト
イレ設置事業

参拝や観光等でのトイレ
利用を分散し、3密を回避
するためのトイレ設置。
自動洗浄機能を付加した
感染予防を図る。

R3.3 R3.11 7,002 7,002

トイレを設置したことで、観光地
としての魅力が向上し、町内の分
散周遊に寄与した。また、自動洗
浄機能付きにすることで、感染予
防効果も強化された。

26
錦農産物の通
販事業

町の豊富な農産物の販路
拡大と都市部消費者の買
物時の３密回避を図る。

R3.1 R3.3 708 708

12件の参加希望者に対して説明会
等を実施することで、コロナ禍に
おける新たな販路開拓の一助と
なった。

27
スマホQRコー
ド決済導入事
業

町内事業者の現金非接触
での決済を可能にし、
キャッシュレス化の進ん
だ都市部からの旅行者や
インバウンド客取り込み
による町内消費の喚起。
町民のキャッシュレス決
済化も推進する。

R3.1 R3.3 550 550
60件程度の事業者への訪問を行
い、コロナ禍における新たな決済
方法の推進の一助となった。

28

産地生産基盤
パワーアップ
事業における
球磨郡錦町の
負担額

高性能穀類乾燥設備及び
付帯設備導入に係る産地
生産基盤パワーアップ事
業で人吉球磨地域の市町
村が負担（球磨農業協同
組合に補助）する金額の
一部負担に充当する。

R2.8 R3.3 4,324 4,324

錦ＲＣ、錦ＣＥ、中球磨ＲＣ、岡
原ＲＣの統合再編を行い、高性能
乾燥機およびその付帯施設を導入
した。併せて、輸出に取り組む予
定。
錦ＣＥと中球磨ＲＣの取扱数量は
それぞれ７１３ｔ、１，７６８ｔ
の総計２，４８１ｔであった。
令和２年度は輸出の実績はなかっ
た。
ＲＣ＝ライスセンター
ＣＥ＝カントリーエレベータ

29

ＧＩＧＡス
クールタブ
レット購入事
業

GIGAスクール構想の実現
のため、児童生徒1人1台
タブレットを配備する。

R2.11 R3.3 16,772 16,772

一人1台タブレット（小学校367
台、中学校208台）を整備したこ
とにより、学校が休校や学級閉鎖
措置を実施したとき、持ち帰りの
学習としての活用が出来た。

30

ＧＩＧＡス
クールタブ
レット追加購
入事業

GIGAスクール構想の実現
のため、児童生徒1人1台
タブレットを配備する。

R2.11 R3.3 18,866 18,866

一人1台タブレット（小学校367
台、中学校208台）を整備したこ
とにより、学校が休校や学級閉鎖
措置を実施したとき、持ち帰りの
学習としての活用が出来た。

31
公立学校情報
機器整備費補
助金

GIGAスクール構想の実現
のため、遠隔学習を行う
ために使用する設備（カ
メラ・マイク）を配備す
る。

R3.1 R3.3 140 70

マイク（各学校1台）などを配備
したことにより、校内や学校間で
の交流学習に活用することが出来
た。

32

ＧＩＧＡス
クール遠隔学
習機器購入事
業

GIGAスクール構想の実現
のため、遠隔学習を行う
ために使用する設備（カ
メラ・マイク）を配備す
る。

R3.1 R3.3 106 106

マイク（各学校1台）などを配備
したことにより、校内や学校間で
の交流学習に活用することが出来
た。

33
学校保健特別
対策事業費補
助金

学校保健特別対策事業(学
校再開に伴う感染症対
策・学習支援等に係る支
援事業）の補助裏に係る
経費に充当する。

R2.4 R2.5 323 162

フェイスシールド（小学校800
枚、中学校340枚）や消毒液など
の消耗品、ビッグファンや足踏み
式スタンドなどの備品購入で感染
予防に努めた。

34
学校保健特別
対策事業費補
助金

学校保健特別対策事業(学
校再開に伴う感染症対
策・学習支援等に係る支
援事業）の補助裏に係る
経費に充当する。

R2.9 R3.3 4,500 2,250

フェイスシールド（小学校800
枚、中学校340枚）や消毒液など
の消耗品、ビッグファンや足踏み
式スタンドなどの備品購入で感染
予防に努めた。

35
学校消毒液等
購入事業

学校保健特別対策事業(学
校再開に伴う感染症対
策・学習支援等に係る支
援事業）の継ぎ足し単独
経費に充当する。

R2.9 R3.3 341 341

マスク4,000枚を準備し、全児童
生徒に対し早期に配付することが
でき、また消毒液を購入するなど
感染予防に努めた。



36
学校施設整備
事業

外出自粛による運動不足
解消と3密回避を目的に学
校の昼休み時間を利用し
た球技等の屋外活動を推
奨しており、敷地外に出
たボール拾い等を発生さ
せず児童の安全を守るた
めに防球ネットを整備す
る。

R2.11 R3.3 5,247 5,247

コロナ禍で運動不足解消のため、
昼休みに運動場でサッカーや野球
など球技をしているが、防球ネッ
ト(高さ6ｍ、長さ90ｍ）を整備し
たことにより、一武小学校に隣接
している県道にボールが出る事例
が無く、子どもたちが安心して学
校生活を送れている。

37
図書館施設衛
生管理事業

図書館利用者の新型コロ
ナウイルス感染症感染予
防のため、空気清浄機を
購入する。

R3.1 R3.3 506 506

空気清浄機を3台導入したことに
より、図書館利用者からの新型コ
ロナウイルス感染症の発症事例も
なく、感染予防対策に供した。

38

39
錦町図書移動
巡回車導入事
業

交通弱者への支援及び利
用者を分散することによ
りコロナウイルス感染症
感染拡大の防止ため、移
動図書巡回車を購入す
る。

R3.3 R3.8 3,860 3,610

移動図書巡回車を1台導入したこ
とにより、図書館を利用するのが
困難な交通弱者への支援をはじ
め、コロナ禍における外出自粛を
強いられた利用者への手助けと
なった。

40
学校臨時休業
対策費補助金

学校臨時休業によるパン
及び牛乳加工取りやめ影
響の補償を行う。

R2.4 R2.7 322 81

臨時休校による学校給食の休止に
伴い、既に発注していたパン
2,837個（72,513円）・牛乳
13,310本(249,562円）分を補償す
ることで、学校給食関係業者への
影響に対する一助となった。

41
給食センター
環境整備事業

給食センターにおける新
型コロナウイルス感染症
感染防止対策を行う。

R2.11 R2.12 2,046 2,046

センター内の空調機１台・トイレ
２個所・自動水栓手洗器１台の整
備を行い、感染症防止及び調理員
の健康管理徹底の一助となった。

42
子ども・子育
て支援交付金

新型コロナウイルス感染
症対策として、臨時休校
期間中に開所した学童保
育施設に対する支援員人
件費を補助する。

R2.4 R2.10 2,520 608

3ｸﾗﾌﾞにおいて、小学校の臨時休
校時に支援員等を確保し特別開所
することにより児童が安心して過
ごせる居場所の確保と児童の健全
育成支援に寄与した。

43
農業・食品産
業強化対策整
備交付金

ペットボトルドリンク用
の茶葉製造ラインの新設
による農家の所得安定
化、地域経済の活性化の
ため、農業・食品産業強
化対策整備交付金の地方
負担額分に充当する。

R3.1 R3.9 75,538 75,538

令和３年８月３０日竣工のため、
令和２年度は実績なし。令和３年
度は全体出荷量が４２０，７２１
ｔであった。

44
契約管理シス
テム構築事業

公共事業入札に係る書類
提出（指名願い等）につ
いて、オンライン申請シ
ステムを構築し、業者の
外出機会を抑制するとと
もに、来庁者を減少さ
せ、新型コロナウイルス
感染症感染防止対策の強
化を行う。

R3.3 R3.10 6,336 6,336

オンライン申請システムを構築し
たことにより、これまで来庁や郵
送で提出されていた約800社の指
名願い等の書類提出の機会が抑制
され、感染リスク減少につながっ
た。

45
WEB会議用機
器整備事業

新型コロナウイルス感染
症の予防の観点から、行
政機関等とのWEB会議開催
数が増加しており、WEB会
議に必要なパソコン、カ
メラ、スピーカー等を整
備する。

R3.2 R3.3 1,009 1,009
感染症対策を実施したＷＥＢ会議
を毎月50回程開催できた。

46

来庁者用スタ
ンド式非接触
型体温計整備
事業

新型コロナウイルス感染
症の予防の観点から、庁
舎入口にスタンド型非接
触型体温計（1台）を整備
する。

R2.12 R2.12 424 424
発熱者を発見することにつなが
り、感染拡大防止につながった。

47

プレミアム付
商品券事業
（2021年冬実
施分）

町商工会が発行する20％
のプレミアム分が付加さ
れた商品券（1冊あたり12
千円）のプレミアム分に
補助する。

R3.2 R3.10 10,250 10,250
発行総額の99.7％が使用され、町
内における消費活動の底上げにつ
ながった。



48
小規模事業者
持続化補助事
業

新型コロナウイルス感染
症感染拡大の影響を乗り
越えるために小規模事業
者持続化補助金事業を
行った事業者に対し、国
の補助金に上乗せして補
助金を支給する。

R2.4 R3.3 375 375
町内3事業者からの申請があり、
総額375千円の支給を行い、コロ
ナ禍での事業継続を支援した。

49

3密を回避し
たイベント等
実施のための
テント設置事
業

新型コロナウイルス感染
症禍で町営公園の利用者
が増加し、休憩スペース
が不足していることか
ら、感染防止と地域経
済・町民生活の両立を図
りながら公園活用の幅を
広げるために、休憩ス
ペースとしてやイベント
実施で活用するテントを
購入する。

R3.3 R3.3 704 704
町有施設での休憩スペースとして
利用するなど、感染防止対策の一
つとして活用した。

50

感染防止の呼
びかけ及び混
雑状況等の表
示のためのデ
ジタルサイ
ネージ導入事
業

新型コロナウイルス感染
症禍において感染症への
警戒度が日々変化する
中、状況に応じて速やか
に注意喚起を行うととも
に、設置施設等の混雑状
況をリアルタイムで表示
するために、デジタルサ
イネージを導入する。

R3.3 R3.3 200 200

町内で最も人の往来が多い農産物
直売所に設置し、マスクの着用や
消毒の徹底等の注意喚起を行うこ
とで、感染症対策の徹底を図っ
た。

51
防災備蓄倉庫
整備事業

避難所における衛生環境
を強化し、町民の健康と
安全を確保するため、備
蓄品等を保管するための
防災備蓄倉庫を新たに整
備する。

R3.6 R3.11 4,730 4,730

防災備蓄倉庫を整備したことで、
これまで不特定多数の人が出入り
していた倉庫と区別でき、備蓄品
等が衛生的に保たれた。


